
Ibaraki Christian Junior College Alumni Association
2022年12月25日第17号　発行・編集／茨城キリスト教大学短期大学部同窓会シオン会
〒319－1295
茨城県日立市大みか町６－１１－１
E-mail：ic-dousou@icc.ac.jp
URL https://www.icc.ac.jp/shionkai/

代表／会長　酒 井 範 雄
ＴＥＬ・ＦＡＸ　０２９４－５２－８８９９（直通）
ＴＥＬ　０２９４－５２－３２１５（代）

目　　　次
１．表紙・目次（佐藤光正氏撮影）
２．新任のあいさつ
　　会長退任のご挨拶
３．建学の精神をつなぐ新校舎
　　シオン館の古びた空気を吸いながら
４．全校野球応援、弾ける笑顔！！
　　苦しみを通してこそ開かれる世界がある
　　教室便り　学園ノスタルジー
５．2022年度定期年度幹事総会書面審査報告
　　ひたち紅寒桜

６．茨城キリスト教大学
　　　　短期大学部同窓会（シオン会）役員一覧
　　2022年度事業計画
　　2021年度収支決算並びに2022年度収支予算
７．茨城キリスト教大学短期大学部同窓会会則
８．本会活動資金に充当する寄附金募集のお願い
　　大学名誉教授及び大学短期大学部学部長並び
　　に本会顧問瀧田薫氏の学園退職記念スピーチ
　　報告
９．根本会長、酒井事務局長の退任感謝状贈呈報告

９．本会役員ZOOM講習会開催の報告
　　各支部だより
10．ロシアによるウクライナ戦争を考える
　　　― 狂ってしまった平和 ―
10．茨城キリスト教学園同窓会連合会から
11．コラム　偶然の出会いと気づき
12．2023年度第37回　園遊会のお知らせ
　　シオン会会費納入
　　　並びに住所変更届出のお願い
　　　編集後記

大学新１号館

大学新１号館グローカルラウンジ（５F） 高校４号館



シオン会だより2022年12月25日 第17号　（2）

　
今
、
日
本
社
会
は
急
速
な
人
口
減
、

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
物
価
高
騰
と
円
安

経
済
等
で
暮
ら
し
難
い
様
相
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は

本
会
活
動
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
戴

い
て
お
り
ま
す
事
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
私
は
二
〇
二
二

年
四
月
を
以
っ
て
会
長
職
を
退
任
し
、

新
た
に
名
誉
会
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
多
年
に
亘
る
在
任

中
、
皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
協
力
と

ご
支
援
を
戴
き
ま
し
た
事
に
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
七
十
年
余
の

歴
史
を
持
つ
本
会
は
こ
れ
か
ら
酒
井

新
会
長
の
も
と
で
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
名
誉

会
長
と
し
て
引
き
続
き
活
動
し
て
行

き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
新
会
長
の
下
で

活
動
を
続
け
る
礎
と
す
る
為
に
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
明
記
し
て
置
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に
一
九
九
二

年
か
ら
始
ま
っ
た
十
八
歳
人
口
の
急

減
に
対
応
す
る
為
に
日
本
の
大
学
と

短
大
は
多
様
な
資
格
取
得
化
、
共
学

化
や
短
大
の
四
大
化
を
図
り
学
生
確

保
の
強
化
策
を
行
い
ま
し
た
。
本
学

園
理
事
会
で
も（
以
下
理
事
会
と
い

う
）は
一
九
九
九
年
に
日
本
最
古
の
本

短
期
大
学
を
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

短
期
大
学
部（
以
下
大
学
短
大
部
）に

名
称
変
更
さ
せ
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

に
大
学
と
短
期
大
学
を
統
合
さ
せ
、

文
学
部
・
生
活
科
学
部
・
短
期
大
学

部
の
三
学
部
か
ら
な
る
新
生
茨
城
キ

リ
ス
ト
教
大
学
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
本
同
窓
会
も
同
時
に
現
名
称

に
改
名
し
ま
し
た
。
そ
の
後
理
事
会

は
二
〇
〇
三（
平
成
十
五
）年
に
大
学

短
大
部
の
全
資
産
と
全
学
生
定
員
を

大
学
に
移
管
、
全
教
員
と
事
務
職
員

も
大
学
学
部
に
移
籍
さ
せ
改
組
転
換

を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
一

八
、〇
〇
〇
余
名
の
卒
業
生
の
学
籍
・

成
績
原
簿
等
を
大
学
教
務
部
と
学
生

部
に
移
し
永
久
保
管
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
れ
は
大
学

短
大
部
の
廃
止
で
は
な
く
発
展
的
に

改
組
さ
せ
て
大
学
を
拡
大
し
発
展
さ

せ
る
為
の
措
置
で
あ
り
ま
し
た
。
二

〇
〇
四
年
度
に
は
大
学
文
学
部
キ
リ

ス
ト
教
学
科
を
廃
止
、
大
学
短
大
部

学
生
募
集
停
止
、
そ
の
間
に
看
護
学

部
を
開
設
さ
せ
ま
し
た
。
二
〇
〇
六

年
度
に
は
大
学
短
大
部
を
廃
止
さ
せ

ま
し
た
が
、
同
時
に
理
事
会
は
大
学

短
期
大
学
部
同
窓
会
組
織
の
維
持
を

重
視
し
、
本
会
の
維
持
と
更
な
る
活

動
の
為
に
学
園
資
金
を
援
助
し
て
同

窓
会
の
存
続
と
活
動
に
つ
い
て
万
全

を
期
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
理
事
会
は
学
園
事
務
局
の
組
織

と
し
て
、
常
設
の
同
窓
会
担
当
部
署

を
置
く
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
母
校
の
存
廃
に
つ
い
て
は

そ
れ
が
い
か
に
重
大
な
社
会
的
影
響

を
も
た
ら
す
か
、
ま
た
深
刻
な
意
味

を
持
つ
か
重
々
承
知
の
上
で
、
理
事

会
は
学
園
の
将
来
に
希
望
を
も
た
ら

す
為
に
決
断
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒

御
諒
承
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

と
の
要
請
文
書
を
本
会
は
戴
き
ま
し

た
。
本
会
は
二
〇
〇
四
年
に
本
会
の

総
意
と
し
て
機
関
決
定
し
、
理
事
会

と
の
協
議
会
に
お
い
て
故
廣
瀬
正
理

事
長
に
本
会
活
動
費
支
援
と
会
報
発

　
今
年
度
よ
り
同
窓
会
会
長
を
お
引

き
受
け
い
た
し
ま
し
た
第
十
四
回
教

養
科
卒
業
の
酒
井
範
雄
で
す
。
前
根

本
会
長
よ
り
の
襷
渡
し
非
常
に
重
く
、

如
何
に
次
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
か

悩
み
ま
し
た
が
、
出
来
る
限
り
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
会
も
こ
の
二
年
の
間
い
ろ
い
ろ
な

行
事
も
取
り
止
め
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
早
く
終
息
し
て
正
常
に
戻
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。
今
後
は
当
分
の

間
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
し
て
の
生
活
状

況
か
と
思
い
ま
す
。
当
短
大
も
平
成

十
八
年（
二
〇
〇
六
）に
は
大
学
に
発

展
的
改
組
さ
れ
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
一
八
、〇
〇
〇

名
余
に
な
り
、
同
窓
会
も
第
一
回
卒

業
生
の
吉
田
丈
夫
氏
が
、
初
代
会
長

と
し
て
今
日
ま
で
続
き
卒
業
生
の
皆

様
に
は
、
学
園
の
状
況
等
毎
年
発
刊

の
「
シ
オ
ン
会
だ
よ
り
」
を
通
し
て

お
知
ら
せ
し
、
同
窓
生
相
互
の
意
見

交
換
・
絆
を
強
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

少
子
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
大
学

（
学
園
）を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
な
か
、
生
き
残
る
た
め

に
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
現
状
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
本
学
園
も
今
年
か

ら
名
誉
会
長
に
な
ら
れ
た
根
本
龍
哉

氏
は
、
学
園
理
事
の
監
事
と
し
て
学

園
運
営
の
役
に
た
ず
さ
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
多
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
し
く
一
号
舘（
大
学
）

・
四
号
館（
高
校
）の
校
舎
新
築
も
終

り
、
八
月
に
披
露
式
が
実
施
さ
れ
一

段
と
充
実
さ
れ
ま
し
た
。「
シ
オ
ン
会

だ
よ
り
」
十
六
号
に
記
載
さ
れ
ま
し

た
、
学
園
中
学
・
高
校
校
長
の
ラ
ン

ド
ル
Ｗ
・
ヴ
ォ
ス
先
生
の
教
育
へ
の

行
経
費
の
支
援
を
含
む
七
項
目
の
支

援
策
の
提
示
を
了
承
す
る
旨
の
返
答

を
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
本
学
園
教
育
改
革
期
の

中
で
、
私
が
二
〇
〇
三
年
に
本
会
員

の
皆
様
か
ら
会
長
就
任
の
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
本
会
に
と
っ
て
は
実
質

的
な
再
出
発
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
重
責
を
果
た
す
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
ま
し
た
が
「
全
て
の
出
来
事
に

は
定
め
ら
れ
た
時
が
あ
る
」
と
い
う

格
言
に
従
い
、
お
引
き
受
け
す
る
事

に
し
ま
し
た
。
直
ち
に
役
員
会
や
総

会
を
開
き
理
事
会
支
援
策
を
考
慮
し

一
〇
項
目
の
活
動
方
針
を
定
め
ま
し

た
。
①
こ
れ
か
ら
独
自
で
活
動
運
営

費
を
確
保
す
る
為
に
年
度
会
費
と
募

金
制
度
創
設
及
び
広
告
料
獲
得
等
に

万
全
を
尽
く
す
こ
と
。
②
大
学
短
大

部
学
報
シ
オ
ン
ニ
ュ
ー
ス
に
替
わ
る

本
会
会
報
シ
オ
ン
会
だ
よ
り
の
発
行
。

③
毎
年
園
遊
会
開
催
と
学
園
祭
参
加
。

④
同
窓
会
名
簿
の
作
成
と
管
理
。
⑤

年
度
幹
事
総
会
、
役
員
会
等
の
開
催
。

⑥
本
会
事
務
局
と
専
従
者
設
置
。
⑦

水
戸
支
部
・
日
立
支
部
・
東
京
支
部

活
動
。
⑧
学
園
同
窓
会
館
建
設
募
金

活
動
の
実
施
。
⑨
周
年
事
業
の
創
設
。

⑩
文
学
部
と
短
大
部
同
窓
会
連
合
協

議
会
設
置
等
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
方
針
に
基
づ
く
実
績
と
し
て
は
①

安
定
的
な
年
会
費
や
寄
附
金
の
確
保

を
実
現
。
②
会
員
相
互
親
睦
の
向
上
。

③
毎
年
発
行
会
報
シ
オ
ン
会
だ
よ
り

現
在
第
十
七
号
。
④
学
園
記
念
館（
同

窓
会
館
）建
築
費
募
金
活
動
と
建
築
実

現
。
⑤
十
七
回
の
園
遊
会
開
催
と
学

園
祭
参
加（
但
し
コ
ロ
ナ
禍
で
連
続
三

年
中
止
、
収
束
次
第
再
開
）。
⑥
第
六

十
周
年
記
念
名
簿
、
第
七
十
周
年
記

念
名
簿
発
刊
と
広
告
料
受
入
れ
。
⑦

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
　

名
誉
会
長
　
根

　本

　龍

　哉

新
任
の
あ
い
さ
つ

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
　

会
長
　
酒

　井

　範

　雄

対
談
の
中
に
も
、
教
育
へ
の
熱
い
思

い
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
職
員
の

学
園
・
生
徒
に
対
す
る
思
い
や
り
、

こ
れ
か
ら
の
学
園
発
展
の
た
め
に
は

一
番
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
達
卒
業
生
は
二
年
間
と
い
う

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
人

生
の
中
で
特
に
充
実
し
た
間
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
卒
業

生
と
し
て
母
校
発
展
の
た
め
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
、
寄
与
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。
卒
業
の
皆
様
、
今

後
も
学
園
の
発
展
と
本
会
の
活
動
に

ご
協
力
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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副
学
長
時
代
の
二
〇
一
六
年
に
も

紙
幅
を
割
い
て
頂
き
ま
し
た
。
文
学

部
長
の
池
内
耕
作
で
す
。「
ん
？
降
格

し
た
の
？
」
と
思
わ
れ
た
方
、
本
学

で
は
こ
れ
を
「
降
格
」
と
は
称
し
ま

せ
ん
。
私
が
つ
か
え
た
前
学
長
の
東

海
林
宏
司
も
、
現
在
は
現
代
英
語
学

科
の
一
教
員
と
し
て
、
教
務
委
員
と

し
て
、
涙
を
禁
じ
得
ぬ
コ
キ
使
わ
れ

ぶ
り
で
す
が
、
こ
れ
も
断
じ
て
降
格

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
与
え
ら
れ
た
場

所
で
精
一
杯
、
咲
き
誇
っ
て
お
る
の

で
す
。
学
風
と
も
誇
り
と
も
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
涙
ぐ

ま
し
く
体
現
す
る
両
名
を
ど
う
か
お

支
え
下
さ
い
。

　
二
〇
二
二
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

禍
は
や
ま
ず
、
日
本
で
は
六
月
か
ら

猛
暑
に
襲
わ
れ
各
地
で
豪
雨
被
害
も

重
な
っ
た
年
。
終
わ
り
の
は
っ
き
り

し
な
い
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
。
し
か
し

学
園
の
教
育
活
動
は
「
シ
オ
ン
祭
」

で
最
後
ま
で
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た

対
面
開
催
の
壁
が
学
生
た
ち
の
知
恵

と
工
夫
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
な
ど
、

新
た
な
活
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
学
園
は
か
ね
て
よ
り
の
計
画
通
り

大
学
と
高
校
の
新
校
舎
二
棟
同
時
建

設
を
進
め
、
三
月
に
高
校
新
四
号
館
、

八
月
に
大
学
新
一
号
館
が
竣
工
し
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
新
校
舎
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
大
学
一
号
館
は
五
階
建
。

最
上
階
の
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
広
大

な
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
、
大
み
か
の
青

い
空
と
太
平
洋
の
青
い
海
が
一
望
に

で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
来
園
な
さ
る
時

は
、
ぜ
ひ
晴
れ
た
日
に
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ラ
ウ
ン
ジ
は
〝
外

資
系
の
オ
フ
ィ
ス
〞
が
コ
ン
セ
プ
ト

で
す
。
従
来
の
教
室
の
枠
を
越
え
て
、

自
由
な
発
想
で
世
界
を
見
据
え
た
新

し
い
学
び
を
生
み
出
し
て
い
く
場
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
外

国
語
や
異
文
化
を
吸
収
す
る
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
や
、
地
域
の
方
に
向
け
た

教
室
も
整
え
ま
し
た
。

　
緑
の
森
に
つ
な
が
る
高
校
の
四
号

館
は
。
創
設
の
地
・
シ
オ
ン
の
丘
か

ら
続
く
傾
斜
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
て

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
使

本
会
事
務
局
と
専
従
員
の
充
実
。
⑧

事
業
活
動
基
金
の
設
置
。
⑨
学
園
同

窓
会
連
合
の
結
成
と
同
窓
会
倉
庫
設

置
。
⑩
学
園
募
金
活
動
の
協
力
。

　
最
後
に
本
会
は
二
〇
二
二
年
五
月

か
ら
酒
井
範
雄
新
会
長
の
下
に
船
出

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
気
候
変
動
と

環
境
破
壊
、
終
息
し
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
、
侵
略
戦
争
と
民
主
主

義
の
危
機
、
食
料
危
機
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
等
に
よ
り
我
が
国
ば
か
り
で

な
く
世
界
規
模
の
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
先
行
き
の
見
え
な
い
不

安
な
社
会
経
済
状
況
の
中
に
あ
っ
て

い
や
す
い
と
好
評
で
す
。
特
徴
的
な

階
段
型
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
一
番
奥

の
壁
面
に
は
創
設
の
十
一
人
の
イ
メ

ー
ジ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
広
大
な

空
間
は
内
と
外
が
つ
な
が
っ
た
か
の

よ
う
な
開
放
感
が
あ
り
、
す
で
に
多

く
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
高
校
の
卒
業
生
で
茨

城
画
壇
の
重
鎮
・
磯
崎
俊
光
氏
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
大
作
が
常
設
さ
れ
る
な

ど
見
ど
こ
ろ
も
満
載
で
す
。

　
新
し
い
校
舎
は
、
学
園
の
新
し
い
教

育
が
展
開
さ
れ
て
い
く
器
で
す
。
同
時

に
、
創
設
以
来
七
十
五
年
の
間
に
刻
ま

れ
て
き
た
建
学
の
精
神
を
、
こ
れ
か
ら

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
場
で
も
あ
り

ま
す
。
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
互
い

に
愛
し
助
け
合
い
な
が
ら
、
世
界
を
見

据
え
て
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人

を
育
て
て
い
く
。
こ
の
精
神
は
シ
オ
ン

会
の
皆
様
の
心
に
も
深
く
つ
な
が
る

も
の
と
確
信
し
ま
す
。
学
園
の
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
引
き
続
き
力
強
い

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
、
や
が
て
人
類
は
Ａ
Ｉ
を
使
い
叡

智
に
よ
り
新
共
存
社
会
を
構
築
さ
せ
、

新
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
出
現
さ
せ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
学
園
は
こ
れ

に
対
応
し
た
令
和
の
大
教
育
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
本
会
は
会
員
の
繋
が
り
を

ど
う
進
め
て
い
く
か
が
重
要
な
課
題

に
な
り
ま
す
が
、
正
に
酒
井
新
会
長

の
下
で
新
し
い
活
動
が
始
ま
り
、
新

た
な
期
待
と
希
望
の
同
窓
会
に
な
る

で
し
ょ
う
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
私
は
就
任
以
来
、
学
園

北
端
の
住
人
で
し
た
が
、
此
度
の
大

学
新
一
号
館
竣
工
に
際
し
、
多
く
の

教
職
員
と
と
も
に
南
エ
リ
ア
に
大
移

動
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
は
晴
れ
て

ピ
カ
ピ
カ
の
新
棟
に
入
居
し
ま
し
た

が
、
私
は
カ
ビ
カ
ビ
の
シ
オ
ン
館
三

階
一
号
室
に
。
老
若
関
係
な
く
部
屋

割
り
は
ク
ジ
引
き
で
決
め
よ
う
！
と

格
好
つ
け
た
私
、
実
は
シ
オ
ン
館
が

大
好
き
で
こ
の
部
屋
を
自
ら
希
望
し

た
の
で
す
。

　
一
九
八
〇
年
竣
工
の
シ
オ
ン
館
、

建
築
思
想
も
明
ら
か
に
そ
の
後
の
建

屋
と
は
違
い
ま
す
。
経
年
美
を
放
つ

こ
と
誠
に
鮮
や
か
な
建
屋
で
す
。
つ

い
先
日
ま
で
、
副
学
長
室
も
文
学
部

長
室
も
階
下
の
一
階
に
あ
り
、
口
角

泡
を
飛
ば
し
た
日
々
の
記
憶
も
深
い
。

そ
も
そ
も
私
は
古
い
も
の
を
好
み
ま

す
。
こ
の
味
わ
い
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新

棟
な
ぞ
足
元
に
も
及
び
ま
せ
ん
。
ふ

ん
、
赤
ち
ゃ
ん
め
。

　
た
だ
私
は
歴
史
を
知
り
ま
せ
ん
。

こ
の
一
号
室
も
、
元
々
は
初
代
学
長

・
草
壁
泰
之
先
生
の
お
部
屋
で
、
そ

の
後
は
滝
田
薫
先
生
の
お
部
屋
だ
っ

た
こ
と
を
、
入
室
後
に
知
り
ま
し
た
。

大
先
生
方
、
こ
の
窓
か
ら
こ
の
草
木

を
愛
で
て
お
ら
れ
た
ろ
う
な
、
学
生

達
と
談
義
さ
れ
た
ろ
う
な
と
感
じ
入

り
ま
す
。
壁
に
も
絨
毯
に
も
い
ち
い

ち
歴
史
を
問
い
た
く
な
る
大
穴
や
シ

ミ
が
展
開
。
滝
田
先
生
に
会
っ
た
ら

色
々
聞
い
て
み
よ
う
か
な
と
思
う
こ

と
も
増
え
ま
し
た
。

　
歴
史
は
繰
り
返
さ
な
い
が
韻
を
踏

む（
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
）。
こ
の

贅
沢
な
空
間
で
、
少
し
で
も
歴
史
を

た
ぐ
り
、
韻
を
踏
ん
で
い
か
ね
ば
と

思
い
ま
す
。

学
園
理
事
長

　
　
　
　
　
　

笹

　尾

　
　
　光

建
学
の
精
神
を
つ
な
ぐ

新
校
舎

文
学
部
長

　
　
　
　
　
　
　

池

　内

　耕

　作

シ
オ
ン
館
の

古
び
た
空
気
を
吸
い
な
が
ら
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全
校
野
球
応
援
、

　
　
　弾
け
る
笑
顔
！！

中
学
校
高
等
学
校
副
校
長
　
　
　
　
　

杉

　浦

　聖

　美

　
私
は
今
年
度
か
ら
副
校
長
を
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
九
九
六

年
度
に
応
援
実
行
委
員
と
し
て
チ
ア

ガ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
全
校
応
援
の

担
当
を
任
さ
れ
て
か
ら
今
年
度
で
二

十
七
年
目
に
な
る
。

　
茨
城
県
で
は
定
番
で
あ
る
全
校
野
球

応
援
が
こ
こ
二
年
間
は
封
印
さ
れ
て
い

た
。
一
昨
年
度
は
、
高
校
野
球
の
大
会

自
体
が
中
止
と
な
り
代
替
大
会
と
な
っ

た
。
昨
年
度
は
、
大
会
自
体
は
行
わ
れ

た
も
の
の
一
般
生
徒
の
応
援
は
禁
止
さ

れ
た
。
こ
の
間
も
全
校
野
球
応
援
が
あ

る
も
の
と
信
じ
、
応
援
関
係
の
生
徒
た

ち
は
練
習
を
重
ね
準
備
し
て
き
た
だ

け
に
、
で
き
な
い
と
分
か
っ
た
時
の

落
胆
は
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
。

　
今
夏
、
三
年
ぶ
り
に
夏
の
高
校
野

球
が
全
校
応
援
で
行
わ
れ
た
。
立
っ

て
の
応
援
や
声
を
出
し
て
の
応
援
は

禁
止
さ
れ
た
も
の
の
、
全
校
応
援
で

の
夏
の
高
校
野
球
が
戻
っ
て
き
た
。

力
強
い
大
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
、
躍

動
す
る
吹
奏
楽
の
音
色
と
華
や
か
な

チ
ア
ガ
ー
ル
の
踊
り
が
、
三
年
間
の

思
い
を
乗
せ
て
球
場
中
を
熱
気
で
包

み
込
ん
だ
。
こ
の
全
校
生
の
思
い
を

受
け
、
野
球
部
も
ま
た
二
回
戦
で
は

Ａ
シ
ー
ド
の
水
戸
商
を
破
り
、
ボ
ル

テ
ー
ジ
は
最
高
潮
と
な
っ
て
生
徒
た

ち
の
笑
顔
が
弾
け
た
。

　
本
大
学
の
生
活
科
学
部
が
、
日
本

最
高
峰
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｂ
１
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
茨
城
ロ
ボ

ッ
ツ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
本
校
チ
ア

ガ
ー
ル
が
茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
公
式
戦
の

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー
に
出
演
す
る

機
会
を
い
た
だ
い
た
。
五
月
四
日
に

ア
ダ
ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
に
て
、

さ
ら
に
は
十
月
十
六
日
に
池
の
川
さ

く
ら
ア
リ
ー
ナ
に
て
三
千
人
を
超
え

る
観
客
の
前
で
、
堂
々
と
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
歴
代
の
チ
ア
ガ
ー
ル
の
部

員
た
ち
は
、
踊
り
、
声
、
笑
顔
を
高

い
レ
ベ
ル
で
意
識
し
て
練
習
し
曲
を

作
り
上
げ
て
き
た
。
こ
の
伝
統
が
受

け
継
が
れ
、
築
き
上
げ
て
き
た
活
動

が
認
め
ら
れ
て
今
回
の
出
演
の
機
会

が
与
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。

　
長
年
の
チ
ア
ガ
ー
ル
の
活
動
が
、

地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存
在
に
な

っ
た
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
る
。

感
謝
に
堪
え
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
活

動
が
制
限
さ
れ
て
き
た
が
、
少
し
ず

つ
生
徒
た
ち
の
活
動
の
場
が
増
え
つ

つ
あ
る
。
多
感
な
中
高
生
の
時
期
に
、

多
く
の
活
動
の
場
が
作
ら
れ
笑
顔
で

満
ち
溢
れ
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
か
つ
て
、
米
国
『
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ

ス
ト
』
誌
が
こ
ん
な
実
験
を
し
ま
し

た
。
一
回
の
演
奏
で
軽
く
三
〇
〇
万

円
の
出
演
料
を
稼
ぐ
世
界
的
な
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
ル

を
雇
い
、
そ
の
手
に
は
三
億
円
は
下

ら
な
い
と
言
わ
れ
る
高
級
バ
イ
オ
リ

ン
、
一
七
一
三
年
製
の
ス
ト
ラ
デ
ィ

バ
リ
ウ
ス
を
持
た
せ
て
、
し
か
も
、

そ
の
正
体
を
一
切
明
か
さ
ず
に
、
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
郊
外
の
と
あ
る
地
下

鉄
の
入
口
付
近
で
路
上
ラ
イ
ブ
を
さ

せ
た
の
で
し
た
。
そ
の
日
の
演
奏
で
、

彼
の
名
演
奏
を
一
分
以
上
立
ち
止
ま

っ
て
聴
い
た
人
は
わ
ず
か
七
人
。
演

奏
者
の
前
に
置
か
れ
た
箱
に
集
ま
っ

た
お
金
は
わ
ず
か
三
二
ド
ル
と
一
七

セ
ン
ト
、
現
在
の
レ
ー
ト
で
四
、七
〇

〇
円
程
で
し
た
。・・・ど
ん
な
に
す
ば

ら
し
い
名
演
奏
が
な
さ
れ
て
も
、
聴

き
手
側
に
「
聴
く
耳
」
が
な
け
れ
ば

全
く
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
と
同
時
に
、
こ

の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
思
わ
ぬ
形

で
素
晴
ら
し
い
恵
み
を
受
け
止
め
る

こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
医
学

を
提
唱
し
た
、
ス
イ
ス
人
医
師
ポ
ー

ル
・
ト
ゥ
ル
ニ
エ
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。「
苦
し
み
に
遭
う
こ

と
を
抜
き
に
し
て
、
あ
る
世
界
は
開

か
れ
な
い
」。
換
言
す
れ
ば
、「
苦
し

み
を
通
し
て
こ
そ
開
か
れ
る
世
界
が

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
想
定
外
の
苦
難
の
中
で
こ
そ
、

予
期
せ
ぬ
恵
み
が
備
え
ら
れ
て
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。旧
約

聖
書
の
あ
る
詩
人
は
「
卑
し
め
ら
れ

た
の
は
わ
た
し
の
た
め
に
良
い
こ
と

で
し
た
。
わ
た
し
は
あ
な
た
の
掟
を

学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」（
詩
編
一

一
九
編
七
一
節
）と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　「
瞬
き
の
詩
人
」
こ
と
、
水
野
源
三

さ
ん
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？・・・九

歳
で
集
団
赤
痢
に
罹
患
、
そ
の
後
、

脳
性
小
児
麻
痺
に
な
り
、
ほ
ぼ
放
置

状
態
だ
っ
た
水
野
少
年
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
母
親
は
、
五
十
音
表
を
示
し
て
、

水
野
少
年
に
瞬
き
を
合
図
に
言
葉
を

拾
わ
せ
、
な
ん
と
試
作
の
才
能
を
見

出
し
ま
し
た
。
瞬
き
の
詩
人
、
水
野

源
三
の
誕
生
で
す
。・・・「
苦
し
み
に
遭

う
こ
と
を
抜
き
に
し
て
、
あ
る
世
界
は

開
か
れ
な
い
」。
水
野
源
三
さ
ん
が
、

そ
の
苦
し
み
に
遭
っ
て
、
開
く
こ
と

に
な
っ
た
世
界
、
水
野
源
三
ワ
ー
ル

ド
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　「
悲
し
み
よ
」
と
い
う
水
野
さ
ん
の

詩
で
す
。「
悲
し
み
よ
、
悲
し
み
よ
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
。／
お
前
が
来

な
か
っ
た
ら
、
つ
よ
く
な
か
っ
た
ら
、

私
は
今
ど
う
な
っ
た
か
。／
悲
し
み
よ
、

悲
し
み
よ
、
お
前
が
私
を
こ
の
世
に

は
な
い
大
き
な
喜
び
が
、
か
わ
ら
な

い
平
安
が
あ
る
主
イ
エ
ス
の
み
も
と

に
つ
れ
て
来
て
く
れ
た
の
だ
。」

　
私
た
ち
も
今
、
地
球
規
模
の
脅
威

と
し
て
の
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
世
界

平
和
が
揺
ら
ぐ
苦
し
み
の
中
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
苦
し
み
を
通
し
て

こ
そ
開
か
れ
る
世
界
に
し
っ
か
り
と

目
を
留
め
た
い
も
の
で
す
。

学
園
チ
ャ
プ
レ
ン
　
　
　
　
　

野

　口

　良

　哉

苦
し
み
を
通
し
て
こ
そ

　開
か
れ
る
世
界
が
あ
る

教
室
便
り

学
園
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
　
　
　
　
　
　

元
学
長
　
瀧

　田

　
　
　薫

　
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
を
退
職
し

て
約
半
年
に
な
り
ま
す
が
、
最
近
引

退
生
活（
年
金
ぐ
ら
し
）に
や
っ
と
慣

れ
て
き
た
感
じ
で
す
。
七
〇
歳
ま
で

は
週
に
最
低
五
日
通
勤（
往
復
約
一
六

〇
キ
ロ
）し
て
い
ま
し
た
し
、
七
〇
歳

か
ら
七
五
歳
ま
で
は
非
常
勤
講
師
と

し
て
週
二
日
通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
時
、
な
に
か
糸

が
プ
ツ
ン
と
切
れ
た
よ
う
な
感
じ
が

あ
り
ま
し
た
。
身
体
的
に
は
よ
ほ
ど

楽
に
な
っ
た
は
ず
で
す
が
、
心
理
面

で
予
期
せ
ぬ
ス
ト
レ
ス
に
苦
し
み
ま

し
た
。「
就
職
で
き
ず
に
苦
し
む
夢
」
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二
〇
二
二
年
度

定
期
年
度
幹
事
総
会
報
告（
書
面
審
査
）

　
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
三
日
に
二

〇
二
二
年
度
定
期
年
度
幹
事
総
会
開

催
す
る
為
に
、
会
長
副
会
長
事
務
局

長
等
で
構
成
す
る
常
任
役
員
会
で
総

会
提
案
を
審
議
し
、
そ
の
後
定
例
役

員
会
で
審
議
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
三
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
第
六
波
が
始
ま
り
、

四
月
末
に
は
か
な
り
感
染
が
蔓
延
す

る
事
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
県
内
外

か
ら
大
勢
の
年
度
幹
事
の
皆
様
に
集

ま
り
戴
い
て
総
会
を
開
く
事
は
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
適
切
で
な
い
と
判

断
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
本
則
第
一

二
条
二
項
で
定
め
る
「
疫
病
感
染
や

天
災
が
起
こ
り
、
定
期
年
度
幹
事
総

会
の
開
催
が
難
し
い
時
に
は
、
会
長

は
定
期
総
会
を
書
面
審
査
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。」
の
規
定

に
基
づ
き
今
年
度
も
書
面
審
査
総
会

に
す
る
事
に
致
し
ま
し
た
。
お
陰
様

で
年
度
幹
事
様
各
位
か
ら
異
議
の
連

絡
が
無
か
っ
た
事
か
ら
最
終
決
定
と

な
り
ま
し
た
。
総
会
決
定
事
項
は
次

の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
議
題
一
は
、
会
則
の
一
部
改
正
で

す
。
決
定
し
た
改
正
個
所
の
み
掲
載

し
ま
す
。

　
第
二
章
　
組
織

　
第
五
条－

二
．

　
　
本
会
に
名
誉
会
長
を
置
く
。
名

　
　
誉
会
長
は
終
身
と
す
る
。

　
第
五
条－

三
．

　
　
本
会
に
顧
問
を
置
く
。

　
第
六
条－

四
．

　
　
名
誉
会
長
は
、
会
長
の
在
任
期

　
　
間
に
副
会
長
及
び
事
務
局
長
の

　
　
在
任
期
間
を
加
え
て
十
五
年
以

　
　
上
務
め
本
会
の
発
展
に
著
し
く

　
　
貢
献
し
た
会
長
の
退
任
時
に
、

　
　
役
員
会
で
審
議
し
、
年
度
幹
事

　
　
総
会
に
於
い
て
選
出
す
る
。

　
第
六
条－

五
．

　
　
顧
問
は
役
員
会
の
推
薦
す
る
者

　
　
の
中
か
ら
会
長
が
委
嘱
す
る
。

　
第
七
条－

一
．

　
　（
二
）副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、

　
　
　
　
会
長
が
止
む
を
得
な
い
事

　
　
　
　
由
が
あ
る
時
は
こ
れ
を
代

　
　
　
　
行
す
る
。
そ
の
順
番
は
別

　
　
　
　
に
定
め
る
。

　
　（
六
）名
誉
会
長
は
必
要
に
応
じ

　
　
　
　
常
任
役
員
会
、
定
例
役
員

　
　
　
　
会
、
年
度
幹
事
総
会
に
出

　
　
　
　
席
し
、
意
見
を
述
べ
る
事

　
　
　
　
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　
議
題
二
の
新
役
員
選
出
で
す
。
下

記
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
①
新
会
長（
任
期
二
〇
二
二
年
四
月

　
　
二
十
四
日
か
ら
二
年
間
）

　
　
酒
井
範
雄（
第
一
四
回
卒
）

　
②
名
誉
会
長（
任
期
二
〇
二
二
年
四

　
　
月
二
十
四
日
か
ら
終
身
）

　
　
根
本
龍
哉（
第
一
二
回
卒
）

　
③
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
の
役
員
は

　
　
次
の
役
員
一
覧
の
通
り
選
出
さ

　
　
れ
ま
し
た
。

　
議
題
三
は
二
〇
二
二
年
度
定
期
年
度

幹
事
総
会
開
催
方
法
に
つ
い
て
は
書

類
審
査
に
よ
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
幹
事
総
会
開
催
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
六
回
目

の
蔓
延
が
三
月
か
ら
始
ま
り
さ
ら
に

蔓
延
す
る
状
況
に
あ
る
事
か
ら
開
催

は
無
理
で
あ
る
と
判
断
し
、
本
会
則

の
規
定
に
よ
り
定
期
総
会
を
書
面
審

査
に
よ
り
行
う
事
に
す
る
。
こ
の
総

会
議
案
を
書
面
に
し
て
三
〇
〇
余
の

年
度
幹
事
様
に
郵
送
し
、
了
承
戴
く

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ど
な
た
か
ら
も

異
議
の
連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
書
面
審
査
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
議
案
四
は
第
三
十
七
回
園
遊
会
開

催
に
つ
い
て
も
中
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
年
度
幹
事
総
会
と
園
遊
会
は
同

日
に
行
う
計
画
で
し
た
が
こ
れ
も
中

止
と
す
る
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。
こ

の
感
染
症
に
よ
る
中
止
は
三
回
に
な

り
ま
す
が
、
二
〇
二
三
年
の
開
催
は
、

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
で
も
開
催
で
き
な
い

か
慎
重
に
審
議
し
連
絡
い
た
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
ま
で
お
待
ち
下
さ
い
。

　
議
案
五
は
二
〇
二
一
年
度
事
業
報
告

並
び
に
決
算
報
告
案
。
議
案
六
は
二
〇

二
二
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案

は
掲
載
の
表
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
報
告
事
項
一
は
、
本
学
園
同
窓
会

連
合
の
倉
庫
を
学
園
記
念
館
裏
側
に

建
設
し
ま
し
た
。

　
学
園
の
土
地
に
建
設
す
る
の
で
、

笹
尾
光
学
園
理
事
長
と
学
園
同
窓
会

連
合
代
表
・
大
学
短
大
部
同
窓
会
長

根
本
龍
哉
と
の
間
で
用
地
借
用
覚
書

を
取
り
交
わ
し
た
上
で
建
設
し
た
。

倉
庫
使
用
は
高
校
、
大
学
短
大
部
、

大
学
同
窓
会
が
共
同
で
使
用
し
ま
す
。

で
す
。
七
十
五
歳
に
も
な
っ
て
す
で

に
引
退
し
た
人
間
が
み
る
夢
と
も
思

え
ま
せ
ん
が
、
若
い
と
き
、
就
活
に

悩
ん
で
い
た
当
時
の
記
憶
が
私
の
脳

に
こ
び
り
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。
悪
夢
か
ら
解
放
さ

れ
た
の
は
、
春
が
過
ぎ
て
夏
に
な
っ

た
頃
で
し
た
。
自
分
は
楽
観
的
な
方

だ
と
ず
っ
と
思
っ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
う
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
通
勤
し
な
く
な
り
、
学
園
と
の
ご

縁
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
茨
城
新
聞
を
読
ん
で
い
る
と

無
意
識
に
学
園
の
情
報
が
な
い
か
探

す
癖
が
つ
き
ま
し
た
。
時
々
は
学
園

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ
て
い
な

い
か
覗
い
て
み
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
の
公
開
講
座（「
現
代
世
界

論
」）を
週
一
回（
全
六
回
）担
当
し
ま

す
。
講
座
内
容
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
」、「
米
中
覇
権
争
い
」、「
政
治
と

宗
教（
カ
ル
ト
論
）」「
世
界
の
安
全
保

障
」、「
世
界
経
済
の
現
在
」
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
構
成
す
る
予
定
で
す
。
ま

と
ま
り
が
な
い
講
座
に
な
り
そ
う
で

す
が
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら
面
白

い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
講

座
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
、
余
計
な
こ
と
で
す
が
、
提

案
が
あ
り
ま
す
。
地
方
私
学
が
生
き

残
る
に
は
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
地

域
の
市
民
か
ら
の
ご
支
援
は
絶
対
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
資
源
で
し
ょ
う
。

同
窓
会
と
の
連
携
や
公
開
講
座
の
充

実（
専
任
教
員
に
よ
る
各
学
部
最
低

一
講
座
の
常
設
）な
ど
、
さ
ら
な
る

強
化
策
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。「
釈
迦
に
説
法
」
で
は
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
海
容
く
だ
さ

い
。

ひ
た
ち
紅
寒
桜

　
元
理
事
田
尻
耕
造
氏
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
植
樹
し
た
ひ
た
ち
紅
寒
桜
が

十
年
経
ち
ま
し
た
。
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任期：２０２２年４月２３日から２０２４年３月３１日まで
茨城キリスト教大学短期大学部同窓会（シオン会）役員一覧

名 誉 会 長
会 　 長
副 会 長

理 　 事

根 本 龍 哉（12回卒）
酒 井 範 雄（１４回卒）
野 澤 知 行（12回卒）
庄 司 良 子（１３回卒）
中 村 純 子（29回卒）
川 崎 芳 男（　３　回卒）
澤 　 茂 子（　７　回卒）
長谷川正徳（　８　回卒）
山 崎 愛 子（　９　回卒）
横須賀敏雄（１３回卒）
酒 井 範 雄（１４回卒）
小 野 勝 子（１６回卒）
平野さち子（１６回卒）
中 村 朋 子（１７回卒）
武子みち子（２２回卒）

岩 淵 延 子（12回卒）
細谷由紀子（22回卒）

茅 根 弘 道（　７　回卒）
佐 藤 敏 光（　７　回卒）
小林多美雄（　９　回卒）
小 瀧 圀 雄（１１回卒）
嘉 成 　 洋（１３回卒）
佐 藤 光 正（14回卒）
石 井 正 子（１６回卒）
大 島 澄 江（１７回卒）
福 地 光 雄（２０回卒）
桐 上 知 子（23回卒）

理 　 事

事務局次長
事務局主事
監 　 　 事
顧 　 　 問

中 村 美 幸（２５回卒）
根本三喜男（２５回卒）
渡 辺 典 子（３４回卒）
荒 木 孝 子（３７回卒）
根本由美子（４０回卒）
栗 林 久 代（４３回卒）
梨子下希衣子（４３回卒）
市 村 睦 子（５４回卒）
大 島 澄 江（１７回卒）
中 村 美 幸（２５回卒）
佐 藤 光 正（14回卒）
仲 川 武 夫（　８　回卒）
瀧 田 　 薫（茨城キリスト教大学短期大学部教授）
染 谷 智 幸（茨城キリスト教大学短期大学部教授）
堀 口 　 悟（茨城キリスト教大学短期大学部教授）

吉 成 浅 子（２５回卒）
内田さき子（３０回卒）
海老澤由美子（３５回卒）
藤 森 結 花（３７回卒）
大 貫 清 子（４０回卒）
綿引美知枝（４３回卒）
松浦恵理子（４７回卒）
小 林 里 衣（５５回卒）

梨子下希衣子（４３回卒）
内田さき子（３０回卒）

自　2021年4月１日～至　2023年3月31日

2021年度決算並びに2022年度予算

単位：円収入の部

上記のとおり報告いたします。 茨城キリスト教大学短期大学部同窓会　　
シオン会会長　酒　井　範　雄

支出の部 単位：円

会 費

前 年 度 繰 越 金

学 園 援 助 金

園 遊 会 基 金

寄 付 金

雑 収 入

合　　　　計

前年度より繰越金

学園より運営助成金、シオン会だより発行費

 預金利子等

885,000

291,774

2,850,000

0

0

100

4,026,874

1,050,000

294,635

2,849,928

0

0

5

4,194,568

5,000円/1クラス会

水戸支部、日立支部

定例2回、常任役員会等

新聞編集会議費等

事務局員執務手当等

事務用品等

印刷費、郵送費等

名簿管理費

パソコン、リモートシステムの整備費等

　

運営費基金積立

事 　 業 　 費

園 遊 会 費

親 睦 会 費

活 動 助 成 費

ク ラ ス 会 費

支 部 活 動 費

会 　 議 　 費

定期幹事総会費

役 員 会 費

委 員 会 費

事 　 務 　 費

事 務 運 営 費

消 耗 品 費

印 刷 通 信 費

名 簿 管 理 費

備 品 費

建 　 設 　 費

旅　　　 費

慶 　 弔 　 費

母 校 協 力 金

事業引当積立金

予 　 備 　 費

小　　　　計

次 年 度 繰 越 金

合　　　　計

10,000

0

10,000

210,000

10,000

200,000

205,000

25,000

50,000

130,000

3,210,000

570,000

60,000

2,330,000

100,000

150,000

0

10,000

50,000

0

100,000

10,000

3,805,000

221,874

4,026,874

0

0

0

200,000

0

200,000

205,602

24,502

58,620

122,480

3,013,373

559,310

46,783

2,306,115

22,851

78,314

132,000

6,000

45,819

0

300,000

0

3,902,794

291,774

4,194,568

科　　　目 摘　　　　要2022年度
予算額

2021年度
決算額

摘　　　　要
2022年度
予算額

2021年度
決算額科　　　目

茨城キリスト教大学短期大学部同窓会シオン会
自2022年4月1日～至2023年3月31日

学園記念館
（同窓会館） 根本前会長並びに事務局長退任記念感謝状の贈呈式

5月14日（土）

会　場 内　　　　　　容期　日

2022年度定期年度幹事総会は書面審査で実施　
第37回　園遊会は新型コロナ感染症拡大防止対策のた
め開催できない。少しでも会員同士のコミュニケーシ
ョンを図る為写真展や会報に掲載しますので、日常生
活や風景や地域イベント等皆に知らせたい、見てもら
いたい写真をメールや郵便で事務局までお送りくださ
い。デジタル社会でもありネットワークによる絆の構
築もしていきたいと思います。

2022年
4月23日（土）

２０２２年度　事業計画

学園記念館
（同窓会館）

第1回編集委員会開催
・「シオン会だより」第17号編集について

6月9日（木）

学園記念館
（同窓会館）

第1回　定例役員会
・同窓会活動の現状分析と評価、課題取組の検討
・2023年度第37回園遊会の検討、新型コロナ感染症
　収束の見通について協議（第1回目）
・第74回学園祭シオン祭参加について（オンラインに
　よる開催の時には不参加）
・「シオン会だより」第17号の発行作業進捗状況
・各支部報告、支部活動についての検討
・会議終了後、第1回オンライン講習会開催

9月24日（土）

学園記念館
（同窓会館）

第2回オンライン講習会開催
・臨時常任役員会開催シオン会だより掲載の為に、
　2023年度第37回園遊会開催の検討、新型コロナ感
　染症収束の見通しにより判断（第2回目）

10月8日（土）

11月3日（祝） 第74回　学園祭シオン祭
参加できることになっても、内容の検討が必要である。

12月25日（日） 「シオン会だより」第17号発行
・年度会費納入依頼（2022年～2024年度分）

学園記念館
（同窓会館）

2023年
1月26日（木）

第1回　常任役員会（会長、副会長、事務局長等で構成）
・2023年度定期年度幹事総会開催について協議する。
　新型コロナ感染症収束状況の見通しにより判断する。
・2022年度事業報告並びに決算報告
・2023年度事業計画案並びに予算案
・編集委員会の編集方針報告
・支部活動についての検討　

学園記念館
（同窓会館）

3月25日（土） 第2回　定例役員会
・第37回園遊会の検討
・2022年度事業報告並びに決算報告
・2023年度事業計画案並びに予算案
・編集委員会の編集方針の検討
　「シオン会だより」第18号についての検討
　2023年12月25日発行
・その他
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（支　部）
第１０条　本会に日立支部、水戸支部、東京支部を置く。

２．会長は、各支部長に各年度事業報告書並びに会計報告書を求
　　めることできる。

第三章　会　　議
（会　議）
第１１条　会議は年度幹事総会、各役員会とし、会長が招集する。

２．会議の議長は会長があたり、議決は出席者の過半数をもって
　　行う。

（年度幹事総会）
第１２条　年度幹事総会は、つぎの事項を決議する。

（１）事業報告及び収支決算報告
（２）事業計画及び収支予算審議
（３）役員の改選
（４）会則の改廃
（５）その他役員会が付議した重要事項
２．定期の年度幹事総会は、毎年１回、５月中に開催する。さら
　　に会長が必要と認めた時は臨時年度幹事総会を開催すること
　　ができるものとする。また、疫病感染や天災が起こり、定期
　　年度幹事総会を開催することが困難である時には、会長は定
　　期総会を書面審査によることができるものとする。
３．年度幹事総会は年度幹事が代議員となる。但し、８年に１度
　　は同窓会総会を開くように努めるものとする。

（役員会）
第１３条　役員会は次の事項を審議する。ただし、疫病感染や天災が起こり、

定例役員会を開催することが困難である時には、会長は役員会を
書面審査によることができるものとする。なお、この場合には会
長は、必ず、常任役員会を開催しなければならないものとする。
常任役員会は会長、副会長（５名・含各支部長）事務局長・事務局
次長・事務局主事で構成する。（通称三役会）
（１）年度幹事総会並びに同窓会総会に提案する事業計画、予算、

決算、規約改廃その他の議案
（２）会運営に関すること
（３）本会則以外の必要事項
（４）会長が必要と認めた事項
２．役員会は定例、臨時、常任役員会に分け、それぞれ会長が招

集する。
３．定例役員会は年２回とし、３月、９月に開催し、そのほか必

要に応じて臨時役員会並びに常任役員会を招集する。

第四章　会　　　計
（経　費）
第１４条　本会の運営資金は年度会費、シオン会活動援助資金、父母の会か

らの園遊会運営資金、寄付金、広報広告費、事業収益金、その他
をもって当てる。
これとは別に学園がシオン会だより・学園同窓会便り経費を用意
する。

（年度会費）
第１５条　本会会員は２００４年度から年度会費１，０００円を納入する。３年に１

度３，０００円を纏めて、郵便局にて指定の同窓会口座に送金するも
のとする。
ただし、当面の間、第１回～第１５回卒業生は終身会費１０，０００円を
選択することができる。

第１６条　本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

付　　則
　本会は１９５１年（昭和２６年）シオンカレッジ同窓会発足し東京支部を置き、
活動を開始した。会長吉田丈夫、副会長沼鶴彦、名誉会長総長ＥＷマック
ミラン就任。
本会則は１９６３年４月１日より施行する。

同　１９７７年１１月３日一部改正する。
　　中間省略
同　１９９９年１１月２３日一部改正する。
同　２００４年１１月２３日一部改正する。

ただし、年度会費は２００４年度から収納を開始し、２００５年度予算
から計上する。

同　２００６年１１月２３日一部改正する。（事務局学園内）
同　２００９年１１月２３日一部改正する。

ただし、２０１０年度の会計年度は２０１０年１０月１日から２０１１年３
月３１日の半年とする。半年分５００円を納入する。
２０１１年度からの会計年度は２０１１年４月１日から２０１２年３月３１
日の１年間とし、以降会計年度は同様とする。

同　２０１６年５月２９日一部改正する。
同　２０２０年８月　６　日一部改正する。
同　２０２１年４月２５日一部改正する。
同　２０２２年４月２３日一部改正する。

第一章　総　　則
（名称・事務局）
第　１　条　本会は茨城キリスト教大学短期大学部同窓会（通称シオン会）と称

し、事務局を日立市大みか町６丁目１１番１号茨城キリスト教学園
内、学園記念館に置く。

（目　的）
第　２　条　本会は会員相互の交流を図り、親睦を深め、学園の発展に寄与す

ることを目的とする。
（事　業）
第　３　条　本会はその目的を達成するために次の事業を行う。

（１）園遊会などの会員の親睦に関する事業
（２）会員の教養向上に関する事業
（３）会員名簿及び年度幹事名簿などの整備強化事業
（４）学園同窓会報における「シオン会だより」の発行
（５）学園発展のための募金活動
（６）本学園内他同窓会との交流と親睦に関する事業
（７）その他本会の目的を達成するために必要な事業

（会　員）
第　４　条　本会の正会員はシオンカレッジ、茨城キリスト教短期大学、シオ

ン短期大学、茨城キリスト教大学短期大学部卒業生とする。ただ
し、中途退学者で会員の推薦がある場合には役員会の承認を得て、
正会員にすることが出来る。
２．母校の現・旧教職員は特別会員とする。
３．本会会員は住所、姓名等を変更したときは、ただちに本会事
　　務局に届け出るものとする。　

第二章　組　　織
（役　員）
第　５　条　本会に次の役員を置く。任期は２年とする。ただし、再任を妨げ

ない。
会　　長　　１　名
副　会　長　　若干名
理　　事　　２０から４０名
監　　事　　２　名
専門委員　　役員会の下に常設の専門委員会を置く。
２．本会に名誉会長を置く。名誉会長は終身とする。
３．本会に顧問を置く。

（役員の選出）
第　６　条　会長、副会長、監事は役員会で審議し、年度幹事総会において選

出する。
２．理事は年度幹事の中から選考して役員会で審議し、年度幹事
　　総会において選出する。
３．各種専門委員は、役員会において互選により所属を決定し、
　　委員長は役員会で審議し選出する。
４．名誉会長は、会長の在任期間に副会長及び事務局長の在任期
　　間を加えて１５年以上務め、本会の発展に著しく貢献した会長の
　　退任時に、役員会で審議し、年度幹事総会において選出する。
５．顧問は、役員会の推薦する者の中から会長が委嘱する。

（役員、名誉会長、顧問の任務）
第　７　条　役員は次の任務を行う。

（１）会長は本会の会務を統括し、幹事総会、定例役員会、臨時役
員会、常任役員会、その他の会議を招集する。

（２）副会長は会長を補佐し、会長がやむを得ない事由があるとき
はこれを代行する。その順番は別に定める。

（３）理事は本会の運営にあたる。特に各種委員会や主な行事に積
極的に参加し、大きな役割を担うものとする。

（４）常設の各種専門委員会の委員長は専門の課題達成の中心的な
役割を担うものとする。

（５）監事は本会の会計及び支部活動援助資金に関わる会計監査報
告書を会長へ提出するものとする。

（６）名誉会長は必要に応じ常任役員会、定例役員会、年度幹事総
会に出席し、意見を述べる事ができるものとする。

（７）顧問は各種役員会に出席し、また、必要に応じ会長に意見を
具申するものとする。

（年度幹事の選出と任務）
第　８　条　本会に年度幹事を置く。年度幹事は卒業年度ごとに、各学科より

１～３名を選出する。任期は２年とし、再任を妨げない。
２．年度幹事は各年度各学科を代表し、本会の最高決定機関であ
　　る年度幹事総会に出席し、会の運営に責任を有する。
３．年度幹事は該当卒業年次学科会員の住所等の情報と連絡に心
　　がけ、園遊会等の主要な行事には積極的に参加するように努
　　めるものとする。

（事務局）
第　９　条　本会に事務局を置き、本会の業務遂行に必要な事務事項を処理す

る。
２．事務局長は学園に勤務する職員の中から選出することを原則
　　とするが止むを得ない場合は学外から選出し会長が委嘱する。
３．事務局次長は学外から会長が委嘱する。
４．専従の事務局主事１名以上を配置し、会長が委嘱する。

茨城キリスト教大学短期大学部同窓会（シオン会）会則
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大
学
名
誉
教
授
及
び
大
学
短
期
大
学
部
学
部
長

並
び
に
本
会
顧
問
瀧
田
薫
氏
の
学
園
退
職
記
念

ス
ピ
ー
チ
報
告

　令
和
四
年
三
月
十
二
日
に
令
和
三

年
度
第
二
回
定
例
役
員
会
開
催
に
先

立
ち
、
瀧
田
顧
問
に
花
束
と
記
念
品

を
贈
呈
し
、
先
生
の
最
後
の
記
念
ス

ピ
ー
チ
を
戴
き
ま
し
た
。

　先
生
は
慶
応
大
学
院
博
士
課
程
修

了
後
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
非
常
勤
講

師
と
し
て
五
年
、
そ
の
後
専
任
教
員

四
十
一
年
計
四
十
九
年
間
勤
務
さ
れ

満
七
十
五
歳
で
退
職
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
平
成
八
年
に

本
短
期
大
学
学
長
と
し
て
六
年
間
、

本
大
学
短
期
大
学
部
の
学
部
長

を
二
年
間
、
さ
ら
に
平
成
十
五

年
か
ら
本
学
園
常
務
理
事
を
一

〇
年
五
カ
月
務
め
ら
れ
、
本
学

園
の
短
大
と
大
学
の
統
合
更
に

は
生
活
科
学
部
、
看
護
学
部
の

設
置
、
学
園
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
推
進
し
、
学
園
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
本
同
窓
会

顧
問
に
は
本
短
大
学
長
就
任
時

か
ら
こ
れ
ま
で
本
会
に
寄
り
添

い
ご
指
導
を
戴
き
ま
し
た
。
本

学
園
の
教
職
員
は
退
職
さ
れ
ま

す
が
、
今
後
と
も
本
会
の
顧
問

を
続
け
て
戴
く
事
に
な
り
ま
し

た
。　教

員
生
活
を
終
わ
る
に
当
り
、

記
念
の
ス
ピ
ー
チ
を
戴
き
ま
し

た
。
い
つ
も
の
通
り
熱
い
語
り

口
で
、
平
成
時
代
の
第
一
期
十

八
歳
人
口
の
急
減
に
対
応
し
て

短
大
と
大
学
を
統
合
さ
せ
学
園

教
育
改
革
を
行
っ
た
こ
と
、
令
和
時

代
に
入
り
第
二
期
十
八
歳
人
口
の
急

減
期
と
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に
対
応
で

き
る
教
育
内
容
の
大
転
換
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
事
、
さ
ら
に
激
増
す
る

高
齢
労
働
者
の
労
働
移
動
の
為
の
生

涯
学
習
の
必
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。
高
齢
化
が
進
ん
で
行
く
本

会
会
員
に
と
っ
て
も
非
常
に
有
意
義

な
お
話
で
あ
り
ま
し
た
。
本
当
に
永

い
間
ご
指
導
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　本
会
会
員
の
皆
様
に
は
既
に
ご
存

知
の
通
り
、
平
成
四
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
日
本
の
十
八
歳
人
口
減
少
に
よ

る
志
願
者
の
減
少
に
対
応
し
て
高
等

教
育
機
関
は
多
様
な
資
格
取
得
化
、

共
学
化
、
短
大
の
四
大
化
等
、
学
生

確
保
の
対
策
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
本
学
園
理
事
会（
以
下
理
事
会
と

い
う
）は
一
九
九
九
年
に
日
本
最
古
の

我
が
短
大
を
茨
城
リ
ス
ト
教
大
学
短

期
大
学
部
に
名
称
変
更
し
、
二
〇
〇

〇
年
四
月
に
大
学
は
文
学
部
と
生
活

科
学
部
と
短
期
大
学
部
の
三
学
部
か

ら
な
る
新
生
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後

二
〇
〇
三
年
に
な
る
と
、
大
学
短
大

部
の
全
教
員
と
事
務
職
員
を
大
学
に

移
籍
、
大
学
短
大
部
の
全
資
産
・
学

生
定
員
を
大
学
に
移
管
し
、
一
八
、〇

〇
〇
名
余
の
卒
業
生
の
学
籍
・
成
績

原
簿
等
は
大
学
教
務
部
・
学
生
部
で

永
久
保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
大
学
短
大
部
学
生
募
集

を
停
止
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後

二
〇
〇
六
年
に
は
卒
業
生
は
い
な
く

な
り
廃
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
大
学
短
大
部
の
廃
止
で
は
な
く
発

展
的
に
改
組
さ
せ
て
大
学
を
拡
大
発

展
さ
せ
る
為
の
措
置
で
あ
り
、
理
事

会
が
学
園
の
将
来
に
希
望
を
も
た
ら

す
た
め
に
決
断
し
た
措
置
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
理
事
会
は
大
学
短

大
部
同
窓
会
組
織
の
維
持
を
重
視
し
、

更
な
る
活
動
の
為
に
学
園
の
資
金
援

助
に
よ
り
同
窓
会
の
存
続
と
活
動
に

つ
い
て
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
は
中

高
共
学
完
全
一
貫
教
育
制
度
が
実
施

さ
れ
る
等
連
続
し
て
減
少
す
る
少
子

化
に
対
応
さ
せ
る
為
の
平
成
の
学
園

教
育
構
造
大
転
換
を
さ
せ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
本
会
の
行
事
は
大
学
短

大
部
の
支
援
の
下
に
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
代
わ
り
に
今
後
は
理
事
会

か
ら
運
営
費
の
一
部
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
も
実
質
的
に
は
自
力
で
運
営

資
金
を
確
保
し
て
、
本
会
が
自
力
で

活
動
を
行
う
事
に
な
り
ま
す
。
従
っ

て
、
理
事
会
の
要
請
も
あ
り
二
〇
〇

三
年
か
ら
本
会
は
年
度
会
費
、
終
身

会
費
、
寄
付
金
の
募
集
制
度
の
導
入

と
広
告
料
獲
得
を
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。（
本
会
則
第
一
四
条
）

　本
会
は
根
本
龍
哉
会
長
の
下
に
再

出
発
し
て
か
ら
十
九
年
経
ち
ま
し
た

が
、
有
難
い
こ
と
に
年
度
会
費
や
終

身
会
費
は
毎
年
安
定
し
て
納
入
し
て

戴
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
記
念
名
簿

出
版
で
は
広
告
料
で
も
会
員
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
近
年
は

寄
付
も
増
え
て
お
り
遺
贈
寄
付
の
ご

連
絡
も
戴
き
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢

化
も
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
事
か
ら
、

改
め
ま
し
て
事
業
活
動
資
金
の
寄
付

金
募
集
も
随
時
受
け
入
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
ご
連
絡
と

お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
寄
付

に
つ
い
て
は
生
前
の
寄
付
行
為
の
他
、

遺
贈
寄
付
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
等
の

寄
付
金
は
一
〇
年
毎
に
行
う
周
年
事

業
や
毎
年
行
う
園
遊
会
な
ど
大
き
な

事
業
活
動
費
並
び
に
学
園
の
行
う
記

念
事
業
へ
の
協
力
金
支
出
等
に
充
当

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

寄
付
者
の
ご
芳
名
は
希
望
す
る
方
に

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
シ
オ
ン
会
だ
よ

り
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記

　
　
　
　

①
寄
付
金
額
は
任
意
額
と
し
ま
す
。

②
生
前
の
寄
付
と
は
、
年
会
費
以
外

　に
本
人
の
相
続
発
生
前
に
寄
付
し

　た
い
と
考
え
て
申
し
込
み
さ
れ
た

　寄
付
金
と
な
り
ま
す
。

③
遺
贈
寄
付
と
は
、

　（イ
）遺
言
書
に
よ
る
寄
付
受
け
入

　
　
　れ
と
な
り
ま
す
。（
通
例
遺
言

　
　
　執
行
者
か
ら
匿
名
で
事
前
に

　
　
　連
絡
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。）

　（ロ
）本
人
が
生
前
か
ら
本
会
に
心

　
　
　を
寄
せ
て
い
て
寄
付
し
た
い

　
　
　と
い
う
意
志
を
尊
重
し
、
遺

　
　
　族
の
相
続
人
か
ら
寄
付
の
申

　
　
　込
が
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

④
寄
付
の
宛
先
は
学
園
寄
付
と
は
異

　な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
「
茨
城
キ

　リ
ス
ト
教
大
学
短
期
大
学
部
同
窓

　会
シ
オ
ン
会
」
と
明
示
を
お
願
い

　し
ま
す
。

　
　ご
連
絡
先
は
、
本
学
園
記
念
館

　（同
窓
会
館
）「
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

　学
短
期
大
学
部
同
窓
会
シ
オ
ン
会
」

　事
務
局
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　（毎
週
木
曜
日
午
前
一
〇
時
〜
午
後

　　四
時
ま
で
業
務
を
し
て
い
ま
す
）

⑤
税
金
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

　ん
。

　何
卒
、
本
会
の
持
続
可
能
な
活
動

維
持
の
為
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

　
　
　
　

短
期
大
学
部
同
窓
会
シ
オ
ン
会

本
会
会
員
の
皆
様
へ

本
会
活
動
資
金
に
充
当
す
る
寄
付
金
募
集
の
お
願
い
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根
本
会
長
、酒
井
事
務
局
長
の
退
任

感
謝
状
贈
呈
報
告

本
会
役
員
Ｚｏｏｍ
講
習
会
開
催
の
報
告

　
二
〇
二
二
年
五
月
十
四
日
、
水
戸

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
根
本
会

長
と
酒
井
事
務
局
長
の
退
任
に
あ
た

り
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
懇
談

の
一
時
を
持
ち
ま
し
た
。
根
本
会
長

の
挨
拶
で
は
、
大
学
短
期
大
学
部
が

大
学
に
改
組
転
換
さ
れ
学
園
中
学
校

・
高
校
も
統
合
し
一
貫
教
育
校
に
な

る
と
い
う
本
学
園
の
平
成
の
教
育
大

改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

本
会
は
平
成
十
五
年
か
ら
本
学
園
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
も
独
力
で
活
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
難
局

に
直
面
す
る
中
で
、
会
長
を
引
き
受

け
て
か
ら
十
九
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
故
吉
田
元
会
長
、
故
鍋
田
・

宮
本
・
霜
峰
・
河
野
副
会
長
そ
れ
に

現
野
澤
・
岩
淵
・
中
村（
純
）・
細
谷

・
庄
司
副
会
長
・
前
嘉
成
副
会
長
と

前
横
須
賀
事
務
局
長
、
現
酒
井
事
務

局
長
、
大
島
事
務
次
長
、
梨
子
下
事

務
主
事
や
多
く
の
役
員
の
皆
様
さ
ら

に
会
員
の
皆
様
に
多
大
な
る
ご
協
力

と
ご
支
援
を
戴
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
十
一
日
　
学
園
記
念
館
に

て
フ
ェ
ア
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
先
生
を

お
招
き
し
て
「
秋
の
寄
せ
植
え
講
習

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り

の
支
部
活
動
で
し
た
が
二
〇
名
の
参

加
者
の
皆
様
と
、
生
活
に
彩
り
を
添

え
る
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
直
径
三
〇
セ
ン
チ
の
花
鉢
に
小
さ

な
世
界
が
完
成
し
春
を
迎
え
る
準
備

が
出
来
ま
し
た
。

　
花
々
を
扱
う
コ
ツ
と
植
物
の
特
性

の
話
、
成
長
の
さ
せ
方
な
ど
、
沢
山

の
質
問
に
も
丁
寧
に
詳
し
く
お
話
を

し
て
頂
き
楽
し
い
学
び
の
時
間
を
皆

様
と
共
有
し

有
意
義
な
ひ

と
時
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
日
も
早

く
日
常
が
戻

り
、
新
し
い

世
界
が
見
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

日
立
支
部
長

　中
　村
　純
　子

「
秋
の
寄
せ
植
え
」

　
　
　
　
　　講
習
会

日
立
支
部

各
支
部
だ
よ
り

各
支
部
だ
よ
り

各
支
部
だ
よ
り

水
戸
支
部
活
動
報
告

水
戸
支
部

水
戸
支
部
長

　庄
　司
　良
　子

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
水
戸
支
部
の
活

動
も
こ
の
三
年
余
に
わ
た
り
ほ
と
ん

ど
活
動
を
み
あ
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
。

役
員
会
は
年
数
回
開
催
し
て
情
報
交

換
等
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
過
日

の
役
員
会
に
て（
九
月
十
九
日
実
施
）

コ
ロ
ナ
も
収
束
ぎ
み
に
入
り
支
部
と

し
て
も
そ
ろ
そ
ろ
活
動
し
て
も
良
い

の
で
は
と
の
話
し
合
い
が
出
て
、
支

部
総
会
を
十
一
月
二
十
三
日（
祝
日
）

京
成
ホ
テ
ル
景
山
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
出
席
者
は
十
六
名
、
総
会

で
は
事
務
局
の
て
い
ね
い
な
説
明
に

よ
り
、
今
後
の
活
動
の
あ
り
方
、
役

員
の
改
選
に
つ
い
て
審
議
い
た
し
ま

し
た
。

　
新
役
員
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
副
会
長
　

岩
淵
延
子（
一
二
回
）、
事

務
局
長
　

佐
藤
光
正（
一
四
回
）、
監
事

細
谷
由
紀
子（
二
二
回
）、
監
事
　

吉
成

浅
子（
二
五
回
）の
方
々
を
新
し
く
選

出
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
新
体
制
で
活
発
な
支
部
活
動
を

行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
・
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
総
会
後
、
午
後
一
時
よ
り
水
戸
大

手
門
歴
史
探
訪
を
講
師
の
薄
井
俊
平

氏（
水
戸
市
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育

部
　

歴
史
文
化
財
課
　

文
化
財
係
長
）の

説
明
に
よ
り
大
手
門
を
中
心
に
し
て
約

一
時
間
に
わ
た
り
説
明
い
た
だ
き
見
学

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
い
ろ
い
ろ
行
事
を
計
画

し
て
皆
様
と
も
楽
し
い
同
窓
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
多
数
の
参
加
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
四
年
に
立
派
な
第
六
代
酒
井
範

雄
会
長
に
引
き
継
ぐ
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
新
会
長
の
下
で
、

さ
ら
に
会
員
の
絆
を
強
め
、
本
会
の

発
展
の
為
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
酒
井
新
会
長
か
ら
は
こ
れ
ま

で
事
務
局
長
と
し
て
皆
様
の
絶
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
戴
き
、
無
事

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
根
本
会
長
の
後
を
引
き

継
ぎ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
と
デ
ジ
タ
ル
化
さ
ら
に
超
高

齢
化
社
会
と
な
り
生
活
様
式
も
激
変

し
て
き
ま
す
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
益
々
必
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。
従
っ
て
同
窓
生
の
交
流
は
益
々

大
切
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
月
上
旬
に
学
園
情
報
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
本
役
員
を
対
象
に
し
た
ズ
ー
ム

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
も
コ
ロ
ナ

禍
社
会
が
続
い
て
い
ま
す
の
で
、
役

員
会
に
直
接
参
加
で
き
な
い
役
員
も

リ
モ
ー
ト
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど

お
り
役
員
の
総
意
で
運
営
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
等
で
デ
ジ
タ
ル
化
・

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
の
時
代
で
す

が
今
後
も
、
社
会
の
変
化
は
さ
ら
に

進
む
こ
と
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も

会
員
の
皆
様
に
役
立
つ
活
動
に
つ
な

げ
る
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
考
え
る

　
― 

狂
っ
て
し
ま
っ
た
平
和 

―

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園

同
窓
会
連
合
会
か
ら

中
学
校
、高
等
学
校
、短
期
大
学
、

大
学
、大
学
院
同
窓
会

（

　
　
　
　）

『
中
澤
敏
子・中
澤
敦
子

　探
し
求
め
る
心
　今
も

　や
ま
ず
』を
発
刊
し
て

大学院修了生
額賀　せつ子

　
二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
に
と
っ
て
当
た
り
前
の

世
界
が
崩
れ
始
め
た
。
東
部
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
で
約
八
年
間
続
い
て
い
た
ロ

シ
ア
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
は

全
面
的
な
規
模
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
月
二
十
四
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
朝

四
時
半
ご
ろ
、
世
界
第
二
位
の
軍
隊

を
持
ち
、
世
界
最
大
の
核
兵
器
を
保

有
し
て
い
る
ロ
シ
ア
は
北
、
東
、
南

か
ら
本
格
的
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し

た
。
こ
の
日
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

の
日
常
は
人
間
が
想
像
で
き
な
い
よ

う
な
悪
い
夢
の
よ
う
で
あ
る
。
全
世

界
の
人
々
は
日
々
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
民
間
人
や
子
供
に
対
し
て
行
っ

て
い
る
ホ
ラ
ー
の
よ
う
な
非
人
間
的

な
行
為
を
見
て
い
る
。

　
現
在
も
ロ
シ
ア
軍
は
イ
ン
フ
ラ
、

病
院
、
教
育
施
設
な
ど
多
く
の
も
の

を
破
壊
し
続
け
て
い
る
。
毎
日
ミ
サ

イ
ル
、
爆
弾
、
戦
車
に
よ
る
攻
撃
を

受
け
て
い
る
一
〇
〇
〇
年
以
上
の
歴

史
が
あ
る
キ
ー
ウ
市
、
チ
ェ
ル
ニ
ヒ

ウ
市
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
初
の
首
都
で

あ
る
ハ
ル
キ
ウ
市
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

大
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
の

様
子
を
見
る
と
、
辛
さ
、
怒
り
、
そ

し
て
絶
望
感
を
感
じ
る
。
そ
し
て
何

よ
り
も
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

住
ん
で
い
る
人
々
の
命
と
生
活
を
奪

い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
を
踏
み
に

じ
っ
て
、
悲
惨
な
犯
罪
を
犯
し
て
い

る
自
分
の
行
為
を
正
当
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
二
月
二
十
四
日
以
降
、

数
千
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
間
人
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
、
現
在
も
罪
の
な

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
命
が
奪
わ
れ
続

け
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
許
し
て
は

い
け
な
い
。
ロ
シ
ア
軍
に
一
ヶ
月
間

占
領
さ
れ
て
い
た
首
都
キ
ー
ウ
近
郊

の
ブ
チ
ャ
市
、
激
し
い
攻
防
が
続
い

て
い
た
南
東
部
マ
リ
ウ
ポ
リ
市
、
そ

し
て
今
年
の
夏
に
よ
う
や
く
奪
還
さ

れ
た
東
部
イ
ジ
ュ
ー
ム
市
は
、
ロ
シ
ア

軍
が
行
っ
た
「
戦
争
犯
罪
」
と
「
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
」
の
代
名
詞
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
ブ
チ
ャ
市
と
イ
ジ
ュ

ー
ム
市
だ
け
で
も
民
間
人
を
中
心
に

四
〇
〇
人
以
上
が
殺
害
さ
れ
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
リ
ウ
ポ
リ

で
は
二
〇
〇
以
上
の
墓
が
並
ん
だ
大

規
模
な
集
団
埋
葬
地
が
見
つ
か
っ
た
。

無
抵
抗
の
男
性
へ
の
銃
撃
、
女
性
や

子
供
へ
の
性
暴
力
、
あ
ら
ゆ
る
形
の

無
差
別
攻
撃
と
残
虐
さ
の
証
拠
は
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
い
。

　
ロ
シ
ア
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
最

も
望
ん
で
い
る
「
自
由
と
平
和
」
を

無
視
し
、
悲
惨
な
戦
争
を
続
け
て
い

る
。
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
平
和
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
軍

事
的
・
政
治
的
・
情
報
的
に
ロ
シ
ア

に
打
ち
勝
ち
、
ロ
シ
ア
を
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
領
土
か
ら
追
い
出
す
必
要
が
あ

る
。
平
和
の
た
め
に
は
、
こ
の
戦
争

に
勝
利
す
る
し
か
な
い
。
平
和
の
た

め
に
戦
争
を
す
る
。
理
不
尽
な
言
い

方
か
も
し
れ
な
い
が
、
狂
っ
て
し
ま

っ
た
世
界
で
、
狂
っ
て
し
ま
っ
た
平

和
の
本
当
の
意
味
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
明
日
ロ
シ

ア
に
殺
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
存
在

し
な
く
な
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
自
由

を
望
む
気
持
ち
に
違
い
は
な
い
が
、

全
世
界
が
一
緒
に
様
々
な
方
法
で
戦

っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
我
々
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
は
自
分
の
国
家
・
自
分
の
実

家
・
自
分
の
家
族
を
失
っ
て
し
ま
う
。

　
九
十
歳
の
中
澤
敏
子
さ
ん
は
昨
年

十
二
月
に
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
敏
子
さ
ん
の
妹
敦
子
さ
ん
は

朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
方
言
指
導

者
で
八
〇
歳
で
す
。
年
を
重
ね
て
も

探
し
求
め
る
心
を
持
ち
続
け
て
い
る

ふ
た
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を

取
材
し
ま
し
た
。

　
姉
の
敏
子
さ
ん
は
常
磐
小
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
が
、
母
親
は
学
校
の

先
生
に
と
附
属
小
学
校
に
転
校
さ
せ

ま
し
た
。
そ
こ
で
洋
楽
の
先
駆
者
橘

は
や
先
生
の
歌
を
聴
き
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
よ
う
で
す
。

　
水
戸
高
女
・
師
範
学
校
女
子
部
を

卒
業
し
、
五
軒
小
学
校
へ
一
年
間
勤

務
後
に
、
東
京
藝
術
大
学
委
託
声
楽

科
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
土
浦

二
高
で
八
年
間
音
楽
教
諭
、
水
戸
二

高
に
異
動
し
、
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
で
一
九
七
七
・
七
八
年
連
続
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
声

楽
家
と
し
て
自
己
教
育
と
地
域
の
コ

ー
ラ
ス
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
七
一
年
か
ら
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

友
の
会
の
新
春
声
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を

五
十
二
回
、
七
八
年
か
ら
は
県
芸
術

祭
日
本
の
歌
声
楽
演
奏
会
を
四
十
三

回
、
主
に
な
り
実
施
し
ま
し
た
。
指

揮
者
や
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
声
楽
家
を
輩

出
し
、
教
え
子
た
ち
も
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
に
多
く
の
教
え
子
を
育
て
て
い
ま

す
。

　
妹
の
敦
子
さ
ん
は
、
師
範
女
子
部

附
属
愛
宕
小
・
中
学
校
、
水
戸
二
高

を
卒
業
し
ま
し
た
。
舞
台
俳
優
に
な

る
た
め
日
大
演
劇
部
を
希
望
し
ま
し

た
が
、
親
の
希
望
は
茨
大
で
し
た
。

敏
子
さ
ん
が
親
を
説
得
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
大
学
卒
業
後
は
、
庶
民
を
描
く
文

化
座
に
入
団
し
、
歌
声
酒
場
「
ル
ー

ブ
ル
」
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
、

元
中
曽
根
総
理
・
岡
本
太
郎
な
ど
有

名
人
や
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
、
李
恢
成
、

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
館
長
な
ど
国
外
の

人
も
来
店
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後

店
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
り
、
テ
レ
ビ
に

出
演
し
て
い
ま
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
や
年
齢
の
こ
と
も
考
え
、

一
三
年
水
戸
へ
戻
り
「
シ
ャ
ン
ソ
ン

カ
フ
ェ
　

ル
ー
ブ
ル
」
を
開
き
ま
し
た
。

朝
ド
ラ
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
方
言
指
導

の
時
は
東
京
と
水
戸
の
往
復
で
し
た
。

二
〇
年
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
閉
店
し

ま
し
た
が
、
今
も
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
続
け
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
イ
ン
タ
ー
シ
ップ

の
思
い
出

大学２年
渡 邊 愛 海

　
私
は
大
学
の
文
化
交
流
学
科
に
所

属
し
て
い
ま
す
。
文
化
交
流
学
科
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
歴
史
学
、
観
光
学

を
学
ぶ
学
科
で
す
。

　
高
校
で
は
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部
に

所
属
し
、
色
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た
の
で
、
大
学
に
入
っ

て
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
興
味
の
あ
る
歴
史
の
授
業
は
高

校
で
は
内
容
で
と
て
も
面
白
く
、
刺

激
を
受
け
ま
す
。

　
ま
た
卒
業
後
は
観
光
業
関
係
に
就

職
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
バ
イ
ト
に
も
励
ん
で
い
ま

す
。
人
と
接
す
る
仕
事
が
し
た
く
て

文
学
部
現
代
英
語
学
科
　講
師

　
　

ジ
ャ
ブ
コ
・
ユ
リ
ヤ
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レ
ス
ト
ラ
ン
で
接
客
業
を
し
て
い
ま

す
。
混
ん
で
い
る
時
は
大
変
で
す
が
、

常
連
さ
ん
が
声
を
掛
け
て
く
れ
て
軽

い
会
話
も
し
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

は
疲
れ
が
飛
び
ま
す
。
そ
し
て
、
今

年
の
夏
は
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
場
所
は
軽
井
沢
の
観
光
ホ
テ
ル
で

す
。
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
観
光
業
の
中
で
も
特
に
ホ
テ

ル
業
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

生
か
し
、
新
た
な
環
境
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
主
な
仕
事
内
容
は
宿
泊
さ
れ
る
お

客
様
の
朝
夜
の
バ
イ
キ
ン
グ
の
準
備
、

片
付
け
で
す
。
ま
た
お
祭
り
の
ゲ
ー

ム
の
お
手
伝
も
し
ま
し
た
。

　
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
、
ま

た
お
客
様
が
困
っ
て
い
た
ら
い
ち
早

く
駆
け
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
お
客
様
か
ら
の
沢
山
の

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。
と
て
も
嬉
し
く
改
め
て
接

客
業
の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
さ
ら
に
、
国
内
外
の

様
々
な
地
域
の
方
と
友
達
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
外
で
は
韓
国
、

台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
の
方
が
い
ま
し
た
。

そ
の
友
達
と
休
日
に
は
軽
井
沢
で
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
、
テ
ー
マ
パ

ー
ク
で
遊
ん
だ
の
も
大
切
な
思
い
出

で
す
。

　
大
学
も
も
う
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
入
学
当
初
は
戸
惑
う

こ
と
も
多
く
慣
れ
る
の
に
大
変
で
し

た
が
、
今
思
う
と
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。

　
今
後
は
就
職
を
真
剣
に
考
え
る
時

期
に
な
り
ま
す
。

　
大
学
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
バ
イ

ト
等
で
得
ら
れ
た
貴
重
な
体
験
を
生

か
し
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
忘
れ
ず

に
、
自
分
を
磨
き
今
後
の
糧
に
し
た

い
で
す
。

夏
休
み
の
イ
ン
タ
ー

シ
ッ
プ
の
思
い
出茨城キリスト教学園

高校３年
小 泉 　 空

　
私
は
、
こ
の
学
校
に
入
学
し
て
初

め
て
キ
リ
ス
ト
教
と
出
会
い
ま
し
た
。

高
校
二
年
生
の
時
、
近
所
の
牧
師
先

生
が
、
学
校
の
礼
拝
で
お
話
を
し
て

下
さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
教
会

に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
教
会
は
、
学
校
と
は
違
っ
た
雰
囲

気
で
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
毎
週

教
会
に
通
う
に
つ
れ
、
自
分
自
身
を

多
面
的
に
見
つ
め
る
こ
と
が
出
来
、

た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
は
、
牧
師
先

生
が
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
に
た

く
さ
ん
救
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
教
会
に
行
く
と
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
の
方
々
に
対
し
、
少
し
疎
外
感

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
の
礼
拝
の
お
話
で
、
私
の
心
の
中

に
あ
っ
た
疎
外
感
と
い
う
気
持
ち
が

な
く
な
る
経
験
を
し
ま
し
た
。
旧
約

聖
書
の
ハ
ガ
イ
書
二
章
七
節
の
「
こ

の
神
殿
を
栄
光
で
満
た
す
も
の
」
と

い
う
聖
書
の
箇
所
の
お
話
で
、「
私
た

ち
を
満
た
す
も
の
と
は
何
か
」
と
い

う
お
話
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
イ
エ

ス
様
を
求
め
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
私

た
ち
が
求
め
る
こ
と
だ
と
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ど
こ
に
い
て

も
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
人
々
と
一

緒
に
「
イ
エ
ス
様
と
集
ま
る
も
の
」

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
お
話
の
最
後
に
、
牧
師
先
生
が

「
こ
れ
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
て
も

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
な
く
て
も
み
ん
な

で
イ
エ
ス
様
と
一
緒
に
集
ま
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
私
た
ち
の
教
会
は
、

イ
エ
ス
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

伝
え
ら
れ
、
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ

の
喜
び
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
か

っ
た
私
に
は
、
教
会
に
通
う
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
学

び
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
ま
た
教
会

に
通
う
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
方
と
も
出

会
う
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

私
の
通
っ
て
い
る
教
会
は
、
教
会
付

属
の
保
育
園
が
あ
る
た
め
、
小
さ
い

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年

代
の
方
が
多
い
の
で
と
て
も
親
し
み

や
す
い
で
す
。
初
め
は
、
教
会
に
行

く
こ
と
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
毎
週
日
曜
日
に
聞
く
牧
師
先

生
の
お
話
が
週
間
に
な
り
、
楽
し
み

で
す
。
こ
の
学
校
に
入
学
し
、
こ
の

よ
う
な
出
会
い
に
感
謝
し
て
こ
れ
か

ら
も
教
会
や
学
校
で
聖
書
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

コ
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偶
然
の
出
会
い
と
気
づ
き

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
生
活
様

式
や
価
値
観
の
見
直
し
の
事
も
あ
り
、

物
質
な
豊
か
さ
よ
り
も
心
の
豊
か
さ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
ウ
エ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ（
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
社
会
的

に
も
す
べ
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
。
世

界
保
健
機
関
憲
章
で
、
広
い
意
味
で
の

健
康
を
表
す
言
葉
）に
注
目
す
る
と
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）の

導
入
や
働
き
方
改
革
な
ど
に
よ
り
幸

福
度
に
向
け
た
経
営
に
取
り
組
む
企

業
が
増
え
て
き
た
昨
今
。
台
風
八
号

が
去
っ
た
朝
の
涼
し
い
時
間
帯
で
散

歩
中
に
、
大
き
な
松
ぽ
っ
く
り
が
転

が
っ
て
い
た
。
拾
い
上
げ
で
眺
め
な

が
ら
歩
き
、
懐
か
し
い
唱
歌
「
ま
ち

ぼ
う
け
」
北
原
白
秋
作
詞
・
山
田
耕

作
作
曲
の
歌
を
思
い
出
し
て
い
た
。

♫
待
ち
ぼ
う
け
待
ち
ぼ
う
け
あ
る
日

せ
っ
せ
と
野
良
か
せ
ぎ
、
そ
こ
へ
兎

が
飛
ん
で
出
て
、
こ
ろ
り
転
げ
た
木

の
根
っ
こ
♫
「
韓
非
子
」
の
故
事
に
一

度
味
わ
っ
た
幸
運
に
執
着
し
て
い
る

と
時
に
応
じ
た
物
事
の
処
置
が
で
き

な
い
と
い
う
意
味
を
思
い
出
し
た
。

午
後
は
、
新
盆
従
弟
宅
で
、
偶
然
に

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
テ
イ
ス
ト
バ
ン
ク

シ
―
展
の
代
表
作
「
風
船
と
少
女
・

Girl w
ith Balloom

」
ト
ー
ト
バ
ッ

ク
シ
ョ
ル
ダ
ー
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た

お
土
産
を
頂
い
た
。
社
会
へ
の
風
刺

や
平
和
へ
の
願
い
な
ど
様
々
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
作
品
だ

け
に
感
激
で
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
で
現
代
も
戦
争
が
繰
り

返
さ
れ
て
の
中
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
リ
ビ
ウ
市
出
身
Ｕ
Ａ
講
師
ジ
ャ
ブ

コ
・
ユ
リ
ヤ
さ
ん
の
講
演
に
同
大
の
留

学
生
、
マ
ル
タ
・
イ
リ
ョ
さ
ん（
二
十

一
才
）も
駆
け
つ
け
て
衝
撃
か
ら
の
日

々
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
五
月

十
九
日
・
キ
ア
ラ
館
）。
忘
れ
て
は
、

な
ら
な
い
四
つ
の
日
を
テ
レ
ビ
で
見
ま

し
た
。
六
月
二
十
三
日
「
沖
縄
慰
霊
の

日
」・
八
月
六
日
広
島
市
・
九
日
長
崎

市
「
原
爆
の
日
」
そ
し
て
八
月
十
五

日
「
終
戦
記
念
日
」
全
国
戦
没
者
追

悼
式
を
正
午
の
時
報
に
合
わ
せ
て
共

に
黙
と
う
し
、
戦
禍
を
二
度
と
繰
り

返
さ
な
い
よ
う
世
界
中
が
平
和
で
穏

や
か
な
幸
せ
な
生
活
に
な
り
ま
す
よ

う
に
と
お
祈
り
致
し
ま
し
た
。「
ゆ
っ

く
り
で
も
自
分
が
、
今
で
き
る
こ
と
を

行
動
し
て
い
こ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本

会
の
持
続
可

能
な
活
動
と

な
る
た
め
に

顧
問
就
任
を

染
谷
智
幸
先

生
、
堀
口
悟

先
生
の
ご
承

諾
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
を

心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。
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◇
今
年
も
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第

六
波（
二
月
）と
第
七
波（
八
月
）に
よ
り
長
い

自
粛
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

や
っ
と
「
収
束
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
行
動
制
限
が
解
か
れ
経
済
活
動
が
再
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
変
嬉
し
い
事
で
す
が
、

手
ば
な
し
で
喜
ぶ
事
な
く
予
防
の
た
め
身
に

つ
け
た
習
慣
を
守
り
な
が
ら
、
楽
し
い
日
常

に
戻
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。
医
療
機
関

の
方
々
に
は
今
年
も
心
か
ら
感
謝
す
る
と
共

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

◇
近
代
陶
芸
作
家
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る

板
谷
波
山
画
伯
が
今
年
は
生
誕
百
五
十
年
を

迎
え
ま
し
た
。
出
身
の
下
館
市
に
は
波
山
記

念
館
が
建
て
ら
れ
東
京
田
端
か
ら
移
築
さ
れ

た
窯
作
業
所
を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。
陶
芸

品
は
東
洋
と
西
洋
の
伝
統
を
独
自
の
発
想
と

工
夫
で
融
合
し
た
絶
妙
な
色
調
と
繊
細
な
絵

編

集

後

記

付
け
を
し
た
幻
想
的
な
も
の
で
す
。
そ
の
他

「
し
も
だ
て
美
術
館
」
や
「
廣
澤
美
術
館
」
で

鑑
賞
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

◇
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
に

よ
る
第
八
波
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
三
蜜
を
守
っ
て
心
豊
か
に
す
ご
し
た

い
で
す
。

◇
二
〇
二
二
年
四
月
根
本
会
長
さ
ん
の
退
任
に

よ
り
新
会
長
に
酒
井
範
雄
さ
ん
を
迎
え
、
シ

オ
ン
会
役
員
一
同
、
心
一
つ
に
し
て
暖
か
な

会
に
な
る
よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
第
三
十
七
回
園
遊
会
も
今
ま
で
と
は
違
っ
た

楽
し
い
集
い
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
の
で
、

ど
う
ぞ
御
気
軽
に
参
加
し
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
お
忙
し
い
な
か
原
稿
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長（
第
十
二
回
卒
）　

岩
　
淵
　
延
　
子

　シオン会では様々な活動を展開する為に
卒業生の皆様に会費の納入をお願いしてお
ります。２０２２年度から２０２４年度までの
会費３,０００円を同封の振り込み用紙により
２０２３年１０月末日までに納入くださいます
様お願い致します。
　但し、第１回から第１５回の卒業会員には
終身会員制度を選ぶことができます。終身
会費は１０,０００円です。
　なお、納入者一覧は茨城キリスト教大学
ホームページ同窓会欄シオン会のページに
掲載いたします。
　これまでに住所変更届を済ませていない
方や、不明になっている方は、是非現住所
をお届け下さい。

□同窓会事務局（毎週木曜日）
　〒３１９－１２９５
　茨城県日立市大みか町６－１１－１
　ＴＥＬ＆ＦＡＸ：０２９４－５２－８８９９（留守電可）
　E-mail　ic-dousou@icc.ac.jp
　URL http : //www.icc.ac.jp/shionkai/

シオン会会費納入並びに
住所変更届出のお願い

第３７回　園遊会のお知らせ
　今回の園遊会は卒業生と旧教職員が対象となります。新型コロナ感染症対策のため、
完全予約制となりますので、同封の葉書にて４月１２日（水）までにお申し込み下さい。

◆日　　時　２０２３年４月２９日（土・祝）
　　　　　　受付：１２：３０～（飲食はありません）
　　　　　　開会：１３：００～１６：００
◆場　　所　大学新１号館５Ｆグローカルラウンジ
◆内　　容　●チャペル
　　　　　　●小音楽会
　　　　　　●懇談会
◆参加会費　個人：１，０００円（記念品を用意しております）
◆申し込み　完全予約制となりますので同封の葉書にてお申し込み下さい。

※当日体調のすぐれない方は御遠慮願います。


